
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 芸術の幅広い活動を通して、音楽における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次の通り育成するｋとおを目指す。

歌 器 創

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。
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芸術 音楽Ⅰ 2

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことができるようにする。

教育芸術社「MOUSA１」、教育芸術社「The Basics of Music」、教育出版「Music Navigation」

〇 〇 ○

〇

7

〇

態

配
当
時
数

１
学
期

題材「校歌」
【知識及び技能】
　歌唱表現に関する基本的な知識、
技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己のイメージを持って音楽表現
を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に歌唱活動に取り組む。

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)ウ(ァ)
・教材
楽譜、ﾋﾟｱﾉ

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

単元「ソルフェージュ」
【知識及び技能】
　初歩的な音楽理論を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に音楽理論について学ぼう
としている。

・指導事項
A表現　（２）器楽イ(ｱ)(ｳ)ウ(ｱ)
・教材
「The Basics of Music」、プリン
ト

単元「音楽鑑賞の仕方」
【知識及び技能】
　曲想や表現上の効果と音楽の構造
との関わりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 　曲や演奏に対する評価とその根
拠、自分や社会にとっての音楽の意
味を考える。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
B鑑賞　（１）鑑賞ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)イ
(ｱ)(ｲ)
・教材
「MOUSA１」、DVD、CD、ピアノ、
一人一台端末、ICT機器

〇

〇

題材「子どものための音楽を作ろ
う」
【知識及び技能】
　今までに学んだ音楽の知識を生か
し、音楽を創作できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　音の特徴及び音楽の特徴を自身の
イメージする音楽に向けて創意工夫
している。

・指導事項
A表現　（３）創作アイウ(ｱ)(ｲ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キーボー
ド、一人一台端末、ICT機器

題材「ヴォイスアンサンブルに挑戦
しよう。」
【知識及び技能】
　言葉の特性と曲種に応じた発声と
の関わり、様々な表現形態による歌
唱表現の特徴について理解し、その
成果を技能として発揮すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　得た知識や技能を自分なりに表現

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｲ)(ｳ)ウ
(ァ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA1」、ﾋﾟｱﾉ、CD、一人一台
端末、ICT機器

〇

〇

題材「クラシックギター」
【知識及び技能】
　曲想と楽器の音色や奏法との関わ
りについて理解し、正しいギターの
奏法や身体の使い方を身に付けるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己のイメージを持って器楽表現
を創意工夫できる。

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｱ)(ｲ)(ｳ)
ウ(ｱ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、プリント、楽譜、ピア
ノ、ICT機器

〇

題材「曲種に応じた発声」
【知識及び技能】
　様々な曲種に応じた歌唱法につい
て理解し、そのうちの１つ以上につ
いて発声、言葉の発音、身体の使い
方について身に付けることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｲ)(ｳ)ウ
(ァ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、ﾋﾟｱﾉ、一人一台端
末、ICT機器

〇

２
学
期

題材「イタリア古典歌曲」
【知識及び技能】
　曲想と音楽の構造や歌詞、文化
的・歴史的背景とのかかわりについ
て理解する。曲種にふさわしい発
声、言葉の発音、体の使い方などの
技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己のイメージに近づくために自

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)(ｲ)ウ
(ァ)
・教材
「MOUSA1」、ﾋﾟｱﾉ、CD 〇

単元「キーボード演奏」
【知識及び技能】
　曲にふさわしい双方、体の使い方
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己のイメージを持って器楽表現
を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に器楽表現に取り組んでい

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)ｳ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キー
ボード、ICT機器

〇

○

〇

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

・歌詞を理解し、覚えようとしているか。
・曲種にふさわしい発声ができているか。
・自分なりに音楽を表現しようとしている
か。
・楽譜に忠実に歌唱しているか。
・主体的に歌唱表現に取り組めているか。

・楽譜に記された音程とリズムを理解してい
るか。
・楽譜を見て音程を読んだり正しいﾘｽﾞﾑで発
音したり手を打ったりすることができている
か。
・コール＆レスポンスやカノンを行いながら
リズムアンサンブルをたのしむことができて
いるか。

・楽曲の「音楽を形づくっている要素」を知
覚し、感受したことと関わらせて音楽の価値
について述べることができているか。
・楽曲の背景や歌詞の意味などと音楽の関わ
りについて自分なりに意見を持つことができ
ているか。

・イタリア語の発音を活かして歌唱表現する
ことができる
・自己のイメージをもって歌唱表現すること
ができる
・主体的に音楽を運んでﾋﾟｱﾉとともに表現し
ようとしている
・良い発声で伸びやかに歌唱することができ
る

・創作する音楽について、自分なりのイメー
ジを持って創作活動に取り組んでいるか。
・音素材・音を連なり、音階や音程などの特
徴について、表したいイメージと関わらせて
創作できているか。
・自身が工夫した点について、言語表現でき
ているか。

・クラシックギターについて興味関心をも
ち、楽器の音色や特徴を理解し味わおうとし
ているか。
・クラシックギターの基本的な奏法を理解
し、演奏することができるか。
・奏法の違いによる音色や効果を理解し、弾
き分けることができるか。
・二声を独奏することができるか。
・コードを用いて演奏することができるか。・様々な歌唱法について理解することができ
るか。
・自己のイメージしたことを表現することが
できるか。
・他のパートとのハーモニーを聴きながら歌
唱することができるか。
・各パートの役割を理解して歌唱することが
できるか。

〇

・言葉の特性と曲種に応じた発声との関わ
り、様々な表現形態による歌唱表現の特徴に
ついて理解できているか。
・曲種にふさわしい発声・言葉の発音・身体
の使い方を身に付け、表現形態の特徴を活か
して歌唱しているか。
・得た知識や技能を自分なりに表現できてい
るか。
・自己のイメージを持って歌唱表現を創意工

〇

8〇 ○

・鍵盤楽器の基本的な奏法を理解し、演奏す
ることができるか。
・楽譜を読んで鍵盤楽器で演奏することがで
きるか。
・二声以上のパートを独奏することができる
か。
・ﾘｽﾞﾑを理解して演奏することができるか。

6○

5

〇 〇 〇 5

〇



46【思考力、判断力、表現力等】
　楽曲について自己のイメージを持

できるか。
・歌唱表現について、他者と協働的に取り組


